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悶ば霊窃塁悶醤ゲ//Jヽ ．、

贔 i 
ある技

／

術者の証言 i
原発は発展途上の

技術たった
私はあわやという•Jf態に幾渡となく泣遇した。

その後、 原発の技術的な改良が進み．

システムは安定しても． 機械の位！定外の劣化や棟作ミスなどて．

危うい•Jf態は絶えなかった。

現場ては、 福島第一J)j(発吋It波に対する取j点は．

すて·,:::.,認識されていた。 ，認識はされながら．

対策は一「I. また一Hと先送リにされていた一一。
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